
日

語一」

の

ll
国
語
音
韻
資
料
と
し
て
の
価
値

||

本

館

訳

成

事

情

立

「日本館訳語」の成立

A

「
華
夷
訳
語」
中
の
「
日
本
館
訳
語」

石
団
幹
之
助
博
士
五1)
に
よ
れ
ば 、
「
華
夷
訳
語」
に
は 、

(
甲)

明
の
太
祖
の
勅
を
奉
じ
て 、

火
源
潔 、

馬
沙
亦
黒
等
が
編
纂
し

て 、

洪
武
二
十
二
年
(一
三
八
九)
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

(
乙)

明
の
永
楽
五
年
二
四
O
七)
に
四
夷
館
が
置
か
れ
た
が 、
こ
の

四
夷
館
(
後
に
四
訳
館
と
な
る)
で
編
述
さ
れ
た
も
の

(
丙)

会
同
館
で
編
述
さ
れ
た
も
の

(
丁)

清
の
乾
隆
十
三
年
(一
七
四
八)
に
会
同
四
訳
舘
が
置
か
れ
た
が 、

こ
の
会
同
四
訳
館
で
編
述
さ
れ
た
も
の

の
四
種
が
あ
り 、一 。
日
本
館
訳
語」
は 、
こ
の
中
の
丙
種
本
に
属
す
る
事
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
に
属
す
る
諸
本
(
註2)
と
し
て
は 、

-

ロ
ン
ト
ン
本
(
C
2
2
5
々
のo-
Z向。

の
戸
窓口
ロ凹ロロ
のD]
Z
2
8

の
所
蔵
だ
が 、
ロ
ン
ド
ン
東
洋
語
学
校
に
あ
る)

2

正
斎
目
防
本
(
近
藤
王
斎
「
正
車両
書
籍
考」
に
見
え
る)

骨量
刻
番
目
外
集
所
載
本
(
松
沢
老
泉
「
骨量
刻
書
目
外
集」
に
見
え
る)

3 

成

立

大

友

ハ
ノ
イ
本
(
フ
ラ
ン
ス
遼
東
博
古
学
院

の
所
蔵)

稲
葉
本
(
稲
葉
君
山
博
士

の
所
蔵)

水
戸
彰
考
館
本
(
焼
失)

7

孝
慈
堂
目
所
収
本
(
郁
慾
辰
「
四
庫
簡
明
目
録
標
注」
に
見
え
る)

。ι

静
嘉
堂
文
庫
本

q山

阿
波
国
文
庫
本
(
焼
失)

叩

潜
確
居
類
来日
所
載
本
(
陳
仁
錫
「
潜
確
居
類
書」
に
見
え
る)

が
あ
っ
て 、

現
存
本
は 、
そ
の
中
の
L
ロ
ン
ド

ン
本 、
4
ハ
ノ
イ
本 、
5

稲

葉
本 、
8
静
嘉
堂
文
庫
本 、
の
四
穏
で
あ
り 、
6
水
戸
彰
考
館
本9
阿
波
国

文
庫
本
{
註
3)

は
焼
失
し
た
為 、
写
真
版
や
校
合
し
た
も
の
等
か
ら
推
測
す

る
だ
け
で
あ
る 。

ま
た 、
こ
の
丙
種
本
「
撃
夷
訳
語」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
言
語
は 、
誇
本

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り

(
た
だ
し 、
「
日
本
館
訳
語」
は
凡
て
に
所
収
・

載
さ
れ
て
い
る) 、
凡
て
で
十
三
に
過
管
ず 、

し
か
も 、

現
存
本
で
こ
の
十

三
を
完
全
に
保
持
し
て
い
る
も
の
は
な
く 、
か
つ
て
完
全
で
あ
っ
た
9
阿
波

国
文
庫
本
は
焼
失
し 、
4
ハ
ノ
イ
本
は
石
田
博
士
が
研
究
さ
れ
た
頃
は
完
全

で
あ
っ
た
と
い
う

が 、

神
田
喜一
郎
博
士
(
註4)
の
訪
問
さ
れ
た
時
は 、
不

完
全
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う 。

5. 4 6 
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処
で 、
丙
種
本
「
華
夷
訳
語ー一
の
編
纂
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は 、
こ
の

丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
が
種
々
研
究
の
対
象(
註5)
と
さ
れ
て
い
な
が
ら 、

極
め
て
異
論
が
多
く 、
「
日
本
館
訳
語」
(
そ
れ
に 、
丙
種
本
「
筆
夷
訳
語」

全
般
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
も
含
め
て)
に
関
す
る
限
り

で
も 、

-

朱
之
蕃 、
茅
瑞
徴
が
関
係
し
て
い
る
の
で(
ロ
ン
ド
ン
本
以
外
の「
朝

鮮
館
訳
語」) 、
万
暦
頃
の
編
纂
と
す
る
も
の
(
オ
ー

ル
ッ
ソ
|
(
註6) 、

石田
博
士
等 、
従
来の
大
部分の
説)

Z
「
楊
援
日
本
語」
と
あ
る
の
で
(
孝
慈
堂
目
所
収
本) 、
こ
の
楊
振
を

調
査
し 、
「
明
史」
に
見
え
る
「
副
将
楊
振」
が
そ
の
人
で
あ
る
と
し 、

崇
禎
頃
の
編
纂
と
す
る
も
の
(
浜
田
敦
氏
(
註7)
)

3

会
同
館
が一
応
体
裁
を
整
え
た
成
化
年
間
(
成
化
五
年 、一
四
六
九)

か
ら 、
嘉
靖
二
十
八
年
(一
五
四
九)
(
ロ
ン
ド
ン
本)
ま
で
の
間
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
(
7
ス
ペ
ロ
(
註8)
)

4

い
わ
ゆ
る
提
督
会
同
館
と
な
っ
た
弘
治
五
年
(一
四
九
二)
頃
の
編

纂
と
す
る
も
の
(
浅
井
恵
倫
氏
(註9)

)

5

嘉
靖
二
十
八
年
が一
応
手
掛
り
と
な
る
と
さ
れ
る
も
の
(
渡
辺
三
男

氏
(註凶)
)

6
「
琉
球
館
訳
語」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
語
棄
は 、
「
海
東
諸
国
記」
所

裁
の
「
語
音
翻
訳」
(
弘
治
十
四
年 、
一
五
O
ご
の
語
業
よ
り
も

古
い

か
ら 、
一
式霊日
翻
訳」
の
成
立
以
前
の一
編
纂
と
す
る
も
の
(
伊
波
普
猷

氏
(
註μ)
)

の
六
つ
が
あ
る 。

こ
の
中
で 、
L
の
万
暦
頃
編
纂
説
は 、
石
田
博
士(
註
日
自
身
が
否
定
さ

れ
て
い
る
の
で
問
題
に
は
な
ら
ず 、
2
の山宗
禎
頃
編
纂
説
も 、
会
同
館
に
関

係
し
た
ら
し
い
記
録
の
見
当
ら
な
い 、
倭
冠
防
備
の
軍
人 、
楊
援
で
は 、
ペ

リ
オ
(
註日)
が
否
定
し
た
様
に 、
こ
の
場
合
は
不
適
当
で
あ
る
か
ら 、
結
局 、

残
り
の
3
4
5
6
が一
応
取
り

上
げ
ら
れ 、
成
立
事
情
を
探
る
為
の
手
掛
り

と
し
て
は 、

a

歴
史
書
を
利
用
し
て 、
会
同
館
の
設
立 、
変
遷
等
を
考
察
し 、
丙
種

本
「
華
夷
訳
語」
の
編
纂
時
期
を
予
想
す
る
こ
と
(
3
4)

b

ロ
ン
ト
ン
本
の
奥
書
き
「
嘉
靖
二
十
八
年
十一
月
望

通
事
序
迩
胡

法
橋
効
良
楊
宗
忠
校
正」
の
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と
(
3
5)

c
「
楊
振
日
本
語」
の 、
恐
ら
く
は
通
事
と
推
測
さ
れ
る
楊
振
の
何
人

た
る
か
を
考
究
す
る
こ
と
(
2)

が
導
か
れ
る 。

B

会
同
館
の
設
立
と
「
華
夷
訳
語」
の
編
纂
待
期

会
同
館
長日比)
の
設
立 、
変
遷
等
を 、
「
大
明
会
典」 、
「
皇
明
実
録」
等

か
ら
考
察
し
て
み
る
と 、
ま
ず 、
「
大
明
会
典」
巻
之一
百
四
十
五
「
兵
部

二
十
八」
の
「
会
同
館」
の
項
に 、

国
初
改
南
京
公
館
為
会
同
館 。
永
楽
初
設
会
同
館
於
北
京 。
三
年
併
烏

蛮
駅
入
本
館 。
正
統
六
年 。
定
為
南
北
二
館 。
北
館
六
所 。
南
館
三

所 。
設
大
使一
員 。
副
使
二
員 。
内
以
副
使一
員 。
分
管
南
館 。
弘
治

中 。
照
旧
添
設
礼
部
主
客
司
主
事一
員 。
専一
提
督 。

と
あ
る
の
で
解
る
様
に 、
始
め
南
京
公
館
を
会
同
館
と
し
た
が 、
永
楽
年
間

に
入
っ
て
北
京
に
移
り 、

正
統
六
年
に
南
北
二
館
に
別
れ
て 、
面
目
を一
新

し
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
記
事
に
応
じ
る
も
の
は 、
「
皇
明
実
録」(
太
宗
永
楽
実
録
巻
五
十
八)

の 、
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幸
巳
(
永
楽
六
年
八
月
六
日)
設
北
京
会
同
館 、
改
順
天
府
燕
台
駅
為

之 、
置
大
使
副
使
各一
員

で
あ
っ
て 、
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
北
京
に
会
同
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は 、
永
楽

六
年
(一
四
O
八)
八
月
六
日
の
事
と
な
る 。
す
な
わ
ち 、
元
時
代
に
起
源

の
求
め
ら
れ
る
会
同
館
は 、
明
初 、
南
京
に
あ
っ
た
が 、
永
楽
帝
の
北
京
に

都
す
る
に
及
ん
で 、
永
楽
六
年
に
北
京
に
設
置
さ
れ 、
正
統
六
年
(一
四
四

こ
に
な
っ
て 、
南
北
二
館
に
分
っ
た
こ
と
が
解
る 。

し
か
も 、
「
大
明
会
典」
の
同
じ
筒
処
に 、

(
王
府
公
差
人
員 。)
及
遼
東・
建
州・
毛
憐・
海
商
等
街 、
女
直・
乃木

顔
三
街 、
達
子・
土
魯
番・
撤
馬
児
牢・
恰
密・
赤
斤
牢
東
等
街 、
回

回・
西
番
法
王・
挑
眠
等
処 、
雲・
貴・
四
川・
湖
広・
土
官
番
人
等 。

倶
於
北
館
安
頓 。
進
北・
瓦
刺・
朝
鮮・
日
本・
安
南
等
国 。
進
貢
陪

臣
人
等 。
倶
於
南
館
安
頓 。

と
あ
る
の
で 、
こ
の
館
で
は
専
ら
来
貢
す
る
四
夷
の
使
臣
の
接
待・
引
見
の

こ
と
を
司
る
の
で
あ
っ
て 、
北
館
の
六
所
で
は 、
旧
満
州・
熱
河・
甘
粛
省

嘉
信
関
外
の
諸
衛・
新
彊
省
吐
魯
番・
恰
密・
中
亜
撒
馬
児
字・
西
番
法
王 、

そ
し
て
兆
民・
雲
南・
貴
州・
四
川・
湖
広
等
の
蕃
族
等
に
つ
い
て 、
商
館

の
三
所
で
は 、
施
北・
瓦
刺・
朝
鮮・
日
本・
安
南
等
に
つ
い
て
の
事
務
を

取
扱
っ
た
の
で
あ
る 。

な
お 、
「
大
明
会
典」
巻
之一
百
九
「
礼
部
六
十
七」
の
「
賓
客・
会
開

館」
の
項
に 、

旧
設
南
北
両
会
同
館 。
接
待
番
夷
使
客 。
遇
有
各
処
貢
夷
到
京 。
主
客

司
員
外
郎 。
主
事 。
輪
赴
会
同
館 。
点
視
方
物 。
談
防
出
入 。
貢
夷
去 。

綾
田
部
視
事 。
弘
治
五
年 。
各
夷
来
貢
者
衆 。
始
添
設
提
督
会
同
館
主

事一
員 。
専一
在
館
提
督
事
務 。

と
あ
っ
て 、
前
に
引
用
し
た
「
兵
部
二
十
八」
の
記
事
と
比
較
す
る
と 、
始

め 、
会
同
館
は
兵
部
に
属
し
て
い
た
が 、
次
第
に
礼
部
に
移
管
さ
れ
て
行
っ

た
事
が
察
せ
ら
れ 、
弘
治
五
年
(一
四
九
二)
に 、
礼
部
主
客
司
主
事一
員

が
会
同
館
の
提
督
官
と
し
て
固
定
し
て
事
務
を
管
理
す
る
に
及
ん
で 、
事
実

上 、
礼
部
に
属
す
る
事
に
な
っ
た
事
が
明
瞭
で
あ
る 。

こ
の
事
は 、
会
同
館
が
始
め
駅
逓
事
務
を
掌っ
て
い
た
為
に
兵
部
に
属
し

て
い
た
が 、
そ
の
事
務
の一
部
で
あ
る 、
凶
夷
の
帰
化
人
や
朝
貢
使
客
の
接

待
の
方
が 、
外
国
と
の
交
渉
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
行
き 、
正

統
六
年
に 、
外
国
進
貢
者
の
安
頓
の
為
に 、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
南
北
両

館
に
発
展
分
離
し
て
か
ら
は 、
外
夷
来
者
の
接
待
だ
け
が
そ
の
任
務
と
な

り 、
い
わ
ゆ
る
「
賓
客
会
同
館」
と
な
っ
て 、
礼
部
に
属
す
る
か
の
様
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

同
じ
く
「
大
明
会
典」
巻
之一
百
九
「
礼
部
六
十
七」
に 、

凡
両
館
事
務
夫
役 。
嘉
靖
十
年 。
令
倶
属
提
督
官
管
理 。
兵
部
該
司
不

許
侵
鏡
子
預 。
其
大
使
等
宮 。
及
別
街
円 。
敢
有 。
占
用
夫
役 。
及
脱

逃
負
欠
情
弊 。
都
聴
提
督
官
査
究 。

と
あ
る
の
は 、
腐
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ
る
の
類
で
あ
っ
て 、
嘉
靖
十
年

(一
五一
三
)
に
は 、
南
北
両
館
の
事
務
夫
役
は 、
全
く
礼
部
の
提
督
官
の

管
理
と
な
り 、
兵
部
の
勢
力
は
完
全
に一
掃
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

以
上
で 、
会
同
館
の
設
立 、
変
遷
が一
応
明
ら
か
と
な
り 、

会
同
館
で
確

か
に
日
本
の
朝
貢
使
客
を
取
扱
う

事
が
あ
り 、

正
統
六
年
に
は
南
館
で
そ
の

事
務
を
行
な
っ
て
い
た
事
も
明
白
と
な
る 。

た
だ
し 、

接
待
の
事
務
を
行
な
う

事
と 、
「
日
本
館
訳
語」
を一

編
纂
す
る

事
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と
は
必
ず
し
も一
致
し
な
い 。
事
務
を
行
な
っ
た
と
い
う

事
だ
け
な
ら
ば 、

会
同
館
が
出
来
た
と
同
時
に
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う

事
が
可
能
で
あ

り 、
ま
た
は 、
永
楽
六
年
に 、
北
京
の
会
同
館
で
行
な
わ
れ
て
い
た
等
と
言
え

な
い
事
も
な
い 。
し
か
し 、
こ
れ
だ
け
で
は
余
り
に
不
充
分
で 、
更
に一
歩
進

ん
で 、
実
際
に
そ
の
任
に
当
っ
た
通
事
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

「
大
明
会
典」
巻
之一
百
九
「
礼
部
六
十
七」
の
「
賓
客・
各
国
通
事」
の

項
に 、
「
決
武
永
楽
以
来
設
立」
と
あ
っ
て 、
通
事
の
官
が
明
初
以
来
設
立

さ
れ
て
い
た
事
が
解
る
が 、
更
に
そ
の
通
事
の
数
ま
で
が
規
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は 、
同
じ
く 、

凡
通
事
額
員 。
成
化
五
年
奏
定 。
小
通
事
額
数 。
総
不
過
六
十
名 。
遇

有
病
故 。
及
為
事
等
項
革
去
職
役
者
照
欠
選
補 。
若
事
繁
去
処
丁
変
有

過
三
名
者 。
量
補一
名

計
四
夷一
十
八
処
額
設
通
事
六
十
員
名

朝
鮮
国

五
員
名

日
本
国

四
員
名

琉
球
国

二
員
名

安
南
国

二
員
名

真
般
国
一
員
名

…mk心配僻
一位名

運
緩
国

三
員
名

占
城
国

三
員
名

瓜
珪

二
員
名
後
悔
不
補

蘇
門
答
刺
国
一
員
名
後
不
補

満
刺
加
国
一
員
名

達
逮

七
員
名
成
化
十
九
年
添一
名

成化
十
九
年
添一
名

成化
十
九
年添二
名

回
目

七
員
名

女
直

七
員
名

回天
死
児

二
員
名

西
番

五
員
名
成化
十
九
年添一
名

河
西
一
員
名
制飢一
軒

年添一
名

緬
旬
一
員
名
後不
補

雲
南
百
夷
等
処

六
員
名

と
あ
っ
て 、
成
化
五
年
(一
四六
九)
の
事
で
あ
り 、

更
に
続
い
て 、

凡
食
糧
資
格 。
成
化
七
年
奏
准 。
通
事
戴
頭
巾
三
年 。
満
目
送
部
考
中 。

頂
補
正
欠
者 。
准
支
米 。
添
設
者
難
経
考
中 。
の
作
不
支
米
弁
事 。
待

有
正
欠 。
方
許
支
米 。

等
と
あ
る
か
ら 、
大
体 、
成
化
年
中
に 、
制
度
が
出
来
上
っ
て
い
る
事
が
考

え
ら
れ
る 。

こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば 、
一

編
纂
の
上
限
は 、
成
化
五
年
辺
に
置
く
の
が
順

当
で
あ
り 、
こ
の
意
味
で
は 、
7
ス
ペ
ロ
(
註
さ
が
会
同
館
に
つ
い
て 、

のめ
『ロ
耳
目】
『C汁
D門岡田口一ω恥
L
r
r
ιι山「
三
ιロ
}内
〈自
己ι山口一
P
B
2ω
一白

仏印円。
。M同口片巾
ロ
ゲ凹門
司白ω
ιo口口和巾U

と
し
て 、
十
五
世
紀
前
半
に
そ
の
起
源
を
求
め 、
前
述
の
十
八
処
を
挙
げ
て 、

。
2
《皆同
ir
E門
凹
2zoロω
(
門廿
冒申)

月
g
z。ロH
m〈D
R

g口ω
応
ι
止

でO
ユ同一口勾w
命ロ
門Dロ田
口曲師
}mw
E凹円。
《山口

F向山口問
roc
E
門戸内噌ロ
』己巾
」。

〈
守口ω
仏命
Q
Z円
凹市
町釦唱唱。円円。
炉
一白
印。
ωロロ恥命
汁円rh山口
問

rDEω

(
E
S)、
h山間》DA
S
op
--O口
Hbι
三
岳
炉
凹口一出血口
Z
Z
ロ0
5σ
5
8
g一

ι。凹
F口
一芯門司『ι山円。ω

と
し
て 、
同
様
に
「
大
明
会
典」
に
よ
る
成
化
五
年
を
目
安
と
し 、
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「日本館訳語」 の成立
九
年
(
嘉
靖
二
十
八
年)
書
写
の
ロ
ン
ド
ン
本
「
満
刺
加
訳
語」

説
き
及
ん
で 、
そ
の
成
立
を 、

一白
出口
《山口
同
〈。
回目
ιr
r
(OE

E
同】一
cm
g
E
r印
刷M
3
5
形
見目
白ロロ品
2

ι
己
×
〈目。
巴恥円一命)
包命
耳
目『
r
b片
足
]印
己
m号
]曲
目L
g
E目的。
』CWOロ

吉
広
忠
白押
さ『
見H
U
E
no
B
間出
F20ロ

含
円。
〈D
grc一回一円。

と
述
べ
て 、
十
五
年
世
紀
後
半
(
或
い
は
十
六
世
紀
初
期)
と
し
て
い
る
の

は
穏
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る 。

処
で 、
前
述
も
し
た
が 、
丙
種
本
「
華
夷
訳一語」
に
は 、
朝
鮮・
琉
球・

日
本・
安
南・
占
城・
選
羅・
縫
組・
田瓦
冗
児・
西
番・
回
回・
満

刺加・

女
直・
百
夷
の
十
三
訳
語
だ
け
が
所
収・
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
も

し
会
同
館
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば 、
こ
の
他
に
「
真
股
(
東
甫
塞)」 、

「
瓜
珪」 、
「
蘇
門
答
刺」 、
「
河
西
(
党
項)」 、
一
縞
旬」
の
五
訳
語
が
必
要
な

筈
で
あ
る 。
し
か
も 、
こ
れ
ら
が 、
甲・
乙
種
本 、
す
な
わ
ち
四
夷
館
で
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
な
い
事
は 、
「
日
本」
の
他 、
「
朝
鮮」 、
「
琉
球」 、
「
安

南」 、
「
占
城」 、
「
畏
冗
児」 、
「
満
刺
加」
が
余
分
に
入
っ
て
い
る
事 、
及
び

四
夷
館
系
の
も
の
に
は 、
そ
の
翻
訳
館
と
し
て
の
性
質
上 、
漢
字
だ
け
で
な

く
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
文
字
が
記
載
さ
れ 、
ま
た
「
来
文」
が
附
載
さ
れ
て

い
る
の
に 、
こ
れ
ら
に
は
文
字
も
「
来
文」
も
入
っ
て
い
な
い
か
ら 、
明
瞭

で
あ
る 。

そ
こ
で 、
や
は
り
丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
を 、
通
訳
館
と
し
て
の
会
同
館

系
の
も
の
と
し
て
前
述
の
十
三
処
と
五
処
と
を
改
め
て
比
較
し
て
み
る
と 、

先
に
掲
げ
た
小
通
事
の
額
数
の
処
で 、
問
題
の
五
訳
語
に
対
応
す
る
五
処
に

は
割
注
で
「
後(
倶)
不
補」
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
成
化
五
年
に
は

十
八
処
で
あ
っ
た
も
の
が 、
後
に
な
っ
て
五
処
が
廃
止
さ
れ
て
十
三
処
と
な

(
註同)
に

っ
た
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る 仏

こ
の
事
は 、
「
四
夷
来
貢」
(
註げ)
の
結
果 、
財
政
の
姦
乱
を
来
し 、
時
代

が
下
っ
て
明
末
に
な
る
に
つ
れ
て 、
次
第
に
こ
れ
を
制
禦
す
る
方
針
を
と
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
り 、

更
に
ま
た 、
各
処
を
維
持
す
る
為
の
適
当
な
通
事
を

得
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
事
に
よ
る
の
で
あ
っ
て 、
結
局 、
丙
種
本
「
華

夷
訳
語」
は
十
三
訳
語
で
完
全
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

十
八
処
か
ら
こ
の
十
三
処
と
な
っ
た
の
は 、
前
述
の
割
注
か
ら
成
化
二
十

年
(一
四
八
四)
以
降
で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
り 、
恐
ら
く
は 、
こ
の
後
次

第
に
通
事
の
欠
員
が
出
来
て
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が 、
浅
井
氏(
註
庄

が 、
弘
治
五
年
い
わ
ゆ
る
「
提
督
会
伺
館」
と
な
っ
て
か
ら
丙
種
本
「
華
夷

訳
語」
が
出
来
上
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
の
は 、
や
は
り

無
難
か
も
知
れ
な
い。

今
日 、
丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
に
属
す
る
諸
本
が 、
十
三
訳
語
を
出
な
い

と
い
う
の
は 、
や
は
り

成
化
二
十
年
以
前
の
編
纂
で
は
な
い
事
を
物
語
る
も

の
で
あ
り 、

通
事
の
任
期
を
最
低
三
年
と
す
る
と 、
成
化
二
十
三
年
(一
四

八
七)
以
後
の
編
纂
と
な
り 、
そ
の
後
五
年
経
っ
た
弘
治
五
年
に 、
礼
部
の

主
事
が
会
同
館
の
提
督
ーと
な
っ
て 、、
専一
に
事
務
を
管
理
す
る
様
に
な
っ
た

の
で
あ
る
か
ら 、
こ
の
時
期
以
降
に 、
こ
の
丙
種
本
の
編
纂
時
期
を
置
く
の

が 、
最
も
妥
当
な
見
解
と
言
え
る 。
そ
し
て
更
に
想
像
を
還
し
く
す
れ
ば 、

こ
の
後
約
四
十
年
経
っ
た
嘉
靖
十
年
に 、
全
く
礼
部
の
提
督
官
の
勢
力
下
に

入
っ
た
時
以
後
の
事
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る 。

C

ロ
ン
ド
ン
本
の
奥
書
き
の
真
偽

ロ
ン
ト
ン
本
の
奥
書
き
に 、
「
嘉
靖
二
十
八
年」
と
あ
る
事
は 、
古
く
か
ら

(
註凶)

知
ら
れ
て
い
る
処
で
あ
っ
て 、
浅
井
氏
(
註初)
は 、
神
田
博
士
が
写

真
鑑
定
の
結
果 、
正
し
く
明
紗
本
で
あ
る
主
さ
れ
た
か
ら
真
正
な
も
の
と
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し 、
浜
田
氏
主
主
は 、
こ
れ
を
疑
っ
て 、
ロ
ン
ド

ン
本
に
も
朱
之
蕃
の
序
や

「
茅
伯
符
輯」
と
い
う

文
字
が
見
え
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
と
さ
れ
て
い
る 。

ロ
ン
ド

ン
本
に
は 、
朱
之
蕃
の
序
や
「
茅
伯
符
椅」
と
い
う

文
字
は
全
く

存
在
し
な
い
が 、
と
い
っ
て
明
紗
本
だ
か
ら
こ
の
奥
書
き
が
真
正
な
も
の
と

し
て
し
ま
う

事
に
も 、
少
な
か
ら
ず
跨
踏
さ
れ
る 。

処
で 、
「
大
明
会
典」
巻
之一
百
九
「
礼
部
六
十
七」
の
「
賓
客
・

各
国

通
事」
の
項
に 、

凡
考
試
教
習 。
嘉
靖
二
十
五
年
題
准 。
礼
部
会
同
吏
部 。
将
在
館
通
事

序
班
人
員 。
通
行
考
試 。
分
為
三
等
題
請 。
一
等
照
旧
在
館
供
事 。
二

等
量
加
罰
治 。
姑
容
習
学 。
三
等
純
退
為
民 。
其
未
経
授
職
通
事
人
等

本
部
の
各
選
委
年
深
通
事
序
斑 。
題
請
照
日
教
習 。
毎
日
書
写
番
漢
字

語一
張 。
毎
月
朔
望
責
令
該
館
序
班
考
校 。
月
終
提
督
主
事
考
校 。
季

終
本
部
通
将
各
館
官
員
通
事
人
等 。
参
錯
出
題 。
厳
加
考
校 。
(
中
略)

O
二
十
八
年
題
准 。
各
館
中
輪
選
年
深
通
事
暁
夷
活
者一
人 。
立
為
教

師 。
不
分
有
無
夷
人 。
毎
日
繁
明
時 。
進
館
督
率
各
該
通
事
人
等 。
演

説
夷
語 。
(
下
略)

と
あ
っ
て 、
嘉
靖
二
十
五
年
か
ら
は 、
通
事
序
班
の
考
試
が
行
な
わ
れ 、
未

熟
な
者
は
罷
免
さ
れ 、
ま
た 、
あ
る
者
は 、
司白
熱
し
た
通
事
序
班
に
つ
い
て

学
習
し 、
こ
の
学
習
の
情
況
は 、
毎
月一
日
か
十
五
日
か
月
末
か 、
ま
た
は

季
末
に
厳
重
に
調
査
さ
れ
て
い
る 。
更
に 、
嘉
靖
二
十
八
年
に
は 、
年
長
の

習
熟
し
た
通
事一
人
を
教
師
と
し
て 、
会
話
の
学
習
を
し
て
い
る 。

こ
の
様
に 、
厳
格
な
訓
練
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
事
は 、
丙
種
本
「
華
夷
訳

語」
の
類
が 、
当
時
相
当
に
世
に
行
な
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
裏
付
け
る
も

の
で
あ
り 、
ロ
ン
ド

ン
本
は
正
に
そ
の
努
力
の
結自由
で
あ
っ
て 、
奥
書
き
の

「
嘉
靖
二
十
八
年」
は
丁
度
こ
の
時
期
で
あ
る 。

更
に 、
「
十一
月
望」
の
「
望」
や
肩
書
き
の
「
通
事
序
班」
と
最
後
の

「
校
正」
も 、
前
述
の
「
毎
月
朔
望
責
令
該
館
序
班
考
校」
に
対
応
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ 、
い
ろ
い
ろ
な
点
で 、
こ
の
ロ
ン
ド

ン
本
の
奥
書
き
は 、

当
時
の
情
況
を
反
映
し
て
い
る
様
に
看
取
さ
れ
る 。

し
か
も 、
嵯
峨
天
竜
寺
の
塔
頭 、
妙
智
院
の
周
良
策
彦
和
尚
等
が
再
び
渡

唐
し
た
時
の
記
録 、
「
策
彦
和
尚
再
渡
集」
下(註
空
の
六
月
の
処
に 、

廿
七
日

暗 。
辰
刻 。
赴
上
馬{長 。
就
会
同
館 。

(
中
略)

三
十
日

晴 。
寅
刻 。
参
内
乞
暇 。
辰
刻 。
五
拝
三
拘
頭 。
居
座
以
下
役

者
候
閥
左
門 。
巳
刻 。
予
・

副
使
応
制
自
午
門
之
東
角
而
入 。

温
・

格・
楊
三
大
通
事
前
導 。

(
下
略)

と
あ
っ
て 、
策
彦
等
が
北
京
の
会
同
館
に
行
き 、
又 、
温・
格・
楊
三
大
通

事
の
前
導
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
こ
の
大
通
事
の
中
の
緒
・

楊
が
す

な
わ
ち
前
述
の
ロ
ン
ト
ン
本
「
日
本
訳
語」
の
奥
書
き
に
見
え
る
橋
効
良
と

楊
宗
仲
で
あ
っ
て 、
「
嘉
靖
二
十
八
年
十一
望

通
事
序
班
胡
坊
格
効
良
楊

宗
忠
校
正」
は 、
八王
く

疑
う

余
地
の
な
い
真
正
な
・あ
の
と
な
る 。
従っ
て 、

こ
の
嘉
靖
二
十
八
年
(一
五
四
九)
が
ロ
ン
ド

ン
本
「
日
本
訳
語」
の
成
立

時
期
と
考
え
ら
れ 、
丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
の
編
纂
時
期
の
下
限
が 、
嘉
靖

二
十
八
年
と
な
る 。

D
「
楊
援
日
本
語」
の
楊
振

浜
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
副
将
楊
授
は
否
定
さ
れ
た
が 、
し
か
し 、
楊
綴
と

は一
体
何
人
で
あ
る
か
を
考
究
す
る
事
は 、
「
日
本
館
訳
語」
の
成
立
を
考
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え
る
上
に
重
要
で
あ
る 。
た
だ
し 、
残
念
な
事
に 、
こ
の
人
物
の
出
自
を
明

ら
か
に
す
る
事
が
出
来
な
い 。

部
鈴
辰
の
「
四
庫
簡
明
白
録
原
注」
巻
七
史
部
外
紀
属
に 、

孝
慈
堂
目
有
十
国
訳
語
十
巻
紗
本

毛
寅
朝
鮮
語
占
城
語
満
刺
加
語

李
広
元
西
番
語

楊
目
度
逗
羅
語

呉
之
任
琉
球
語

楊
振
日
本
語

李
遇
陽
縫
組
語

葉
宏
編
百
夷
語
委
冗
児
語

と
あ
る
処
か
ら
す
れ
ば 、
毛
寅 、
李
広
元
等
は
通
事
序
班
で
あ
っ
て 、
王
閲

速
の
「
孝
慈
掌
目」
所
収
本
「
十
国
訳
語」
(
註
mど
で
は 、

恐
ら
く
は
「
日

本
館
訳
語」
の
校
正
者
が
通
事
序
班
の
楊
振
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

従
っ
て 、
前
述
し
た
種
々
の
街
か
ら
こ
れ
ら
の
蓄
の
成
立
時
期
を
推
測
す

る
な
ら
ば 、
嘉
靖
二
十
五
年
前
後
の
事
で
あ
り 、

「
十
国
訳
語」
と
し
て
あ

る
処
を
見
る
と 、
十
三
処
よ
り
も
「
安
南」 、
「
回
回」 、
「
女
直」
が
少
な
い

か
ら
し
て 、
嘉
靖
二
十
八
年
以
降
の
成
立
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る 。

な
お 、
士口
町
義
雄
氏(
註M)
は 、
「
明
の
楊
援
が
『
日
本
館
訳
語』
は
十
五

世
紀
の
も
の
と
見
ら
れ
る
様
で
あ
っ
て」
k
述
べ
て
お
ら
れ
る
が 、
何
に
基

づ
か
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る 。

E
「
日
本
館
訳
語」
の
成
立
時
期

今
迄
述
べ
て
来
た
処
で
明
ら
か
な
様
に 、
丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
の
編
纂

時
期
の
上
限
は 、
弘
治
五
年
(一
四
九
二)
で
あ
り 、
ロ
ン
ド

ン
本
「
日
本

訳
語」
の
成
立
は 、
嘉
靖
二
十
八
年
(一
五
四
九)
で
あ
る
か
ら 、
「
日
本

館
訳
語」
の
成
立
時
期
は 、
一
応 、
弘
治
五
年
か
ら
嘉
靖
二
十
八
年
ま
で
の

聞
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
る 。

し
か
し 、
こ
の
推
定
は
ま
だ
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て 、
奥
書
き
の
あ
る
ロ

ン
ド

ン
本
は
他
の
現
存
誇
本
と
は
趣
き
を
異
に
し 、
従っ
て 、
ロ
ン
ド

ン
本

の
嘉
靖
二
十
八
年
は 、
必
ず
し
も
他
の
諾
本
の
成
立
時
期
の
下
限
を
示
す
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る 。

そ
こ
で 、
ロ
ン
ト

ン
本
と
そ
れ
以
外
の
諸
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と 、
ロ

ン
ド

ン
本
以
外
の
諸
本
に
は 、
ハ
ノ
イ
本 、
稲
葉
本 、
静
嘉
堂
文
庫
本
(
そ

し
て
水
戸
彰
考
館
本 、
阿
波
国
文
庫
本)
が
あ
る
が 、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

少
し
く
異つ
て
は
い
る
が
大
同
小
異
で
あ
っ
て 、
更
に
別
本
と
し
て
小
分
け

す
る、必
要
は
な
く 、
ロ
ン
ド

ン
本
系
に
対
し
て
静
嘉
堂
文
庫
本
系(
駐
竺
と

で
も
称
す
べ
き
で 、
奥
書
き
が
な
い
事
の
他
に 、
例
え
ば
「
日
本
館
訳
語」
と

い
う

様
に
「
館」
の
字
が
余
分
に
入
っ
て
い
る
事
(
及
び
「
朝
鮮
館
訳
語」

に
朱
之
蕃
の
序
と
「
茅
伯
符
輯」
の
文
字
が
あ
る
事)
が 、
ロ
ン
ド

ン
本(
系)

と
の
顕
著
な
差
異
で
為
る 。

こ
れ
ら
の
差
異
の
中
で 、
静
慈
堂
文
庫
本
系
の
「
朝
鮮
館
訳
語」
に
朱
之

蕃
の
序
と
「
茅
伯
符
桁」
の
文
字
の
あ
る
事
は 、
茅
伯
符
が
万
暦
二
十
三
年

(一
五
九
五)
の
進
士 、
朱
之
蕃
が
万
暦
二
十
九
年
(一
六
O
こ
の
進
士

で
あ
る
か
ら 、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
が一
見 、
万
暦
頃
の
成
立
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
が 、
石
田
博
士
長
ぎ
が
指
摘
さ
れ
た
様
に 、
朱
之
蕃
の
序

と
い
う
の
は
笑
は
芳
伯
符
「
皇
明
象
脅
録」
の
呉
光
義
の
序
で 、
呉
光
義
の

序
を
朱
之
蕃
の
序
と
混
同
し
て
い
る
事
は 、
もっ
と
後
世
の
書
写
で
あ
る
事

が
推
定
さ
れ
る 。
し
か
も 、
序
と
本
文
と
は
全
く

関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る

か
ら 、
本
文
は
却っ
て
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る 。

ロ
ン
ド

ン
本
(
系)
と
静
嘉
堂
文
庫
本
(
系)
と
の
本
文
を
比
較
す
る
と 、

通
し
番
号

ロ
ン
ド

ン
本

静
嘉
堂
文
庫
本

解
説

9

霜

世
英

世
木

シ
モ

回

天
上

峻
酬明
乃
隆
密

唆
噺
那
唾
密
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大大国
人 路

谷
泥

倭五口
亦
那
密
祭

倭
亦
非
多

谷
尼

倭
亦
那
密
祭

倭
亦
非
都

クニオ
オ
イ
ノ
ミ
チ

オ
オ
イヒ
ト

の
様
な
差
異
が
あ
る
の
で
あっ
て、
協仰
嘉
堂
文
庫
本(
系)
で
は 、
「
も」
も

「
む」
も
「
木」 、
「の」
も
「
ぬ」
も
「
那」 、
「に」
も
「ね」
も
「
尼」 、

「お
お
い」
に
「
倭
亦」 、
「と」
も
「つ」
も
「
都」
で
あ
る
の
に
対
し
て、

ロ
ン
ド
ン
本
(
系)
で
は 、
「
も」
に
「
莫」 、
「の」
に
「
乃」 、
「
に」
に

「、泥」 、
「お
お
い」
に
「
倭
吾
亦」 、
「と」
に
「
多」
を
新
た
に
音
注
し
て

い
る
点
で 、
他
の
沢
請
を
さ
は
知
ら
ない
が 、
「日
本
館
訳
語」
に
関
す

る
限
り
で
は 、
崎町
嘉
堂
文
庫
本
系の
方が
古
さ
を
保
持し 、
一
方 、
ロ
ン
ド

ン
本
(
系)
に
は
新し
い
要
素の
加
わっ
て
い
る
事が
解
る 。

こ
の
事
実か
ら 、
静
慈
堂
文
庫
系の
諸
木
が 、
嘉
靖二
十
八
年
以
前の
成

立
と
し
て
考
え
て
み
る
と 、
ロ
ン
ド
ン
本の
奥
書
きに
見
ら
れ
る
様
な
校
正

者の
氏
名
が
見え
ない
事 、
更
巴言
え
ば
奥
書
き
自
体が
見え
ない
事は 、
通

事
序
班の
号
試
等が
行
な
わ
れ
る
団体に
な
る
嘉
靖二
十
五
年
以
前に 、
成
立

し
た
為で
は
ない
か
(
勿
論 、
書
写
は
新
し
い
が)
と
推
測
さ
れ
て
来
る 。

な
お 、
当
時
(
室
町
時
代)
の

国
語
音
声
(
音
鼠)
を
反
映
し
た
と
考
え

ら
れ
る
他の
中
国
資
料と
比
較
す
る
と 、

あ
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東3
MG

子
1

1m

悌…問

地
仏山

迭一問

。
瀧

2
山山

fk

S穿』
rk

〕

」リ

、リ

〕

、リ

駄
ム山

陀
改

渡
-

d

大'm

陀
&

〔

「

壁一大一一柏町
戸、
(舵)
〔

「

排
凶

牌ι明

白山山

白
羽

〔

(
白)
?

(
敗)
ο

υ

の
様
で
あ
っ
て 、
「
た」
・

「
だ」

行
音
の
「
ち」
・「
つ
」 、
「
ぢ」
・「
づ
」
の
子

音
が、
破
裂耳目
〔
ナ〕
(〔
千〕)
か
ら
破
擦
音
公
中〕
-

Q
ヤ〕
(〔
骨・〕
・〔
&・〕)

へ
変
移
す
る
過
渡
期
で
あ
り 、

又 、
「
は
」

行
子
音
に
声
門
摩
擦
音
〔
『
心
ら
し

い
も
の
が
出
現
し 、
「
が」

行
子
音 、

特
に
「
ご
」
等
に
鼻
濁
音
〔白
山
が
生

じ
て
来
て
い
る
ら
し
い
事
か
ら、
「
日
本
国
考
略」
(
嘉
靖
二
年
二
五一一一ニ)

と
「
日
本
図
纂」
(
嘉
靖
四
十
年 、
一
五
六
一
)

と
の
聞
に 、

静
嘉
堂
文
庫
本

(
系)
(
ロ
ン
ド
ン
本
《
系出)
「
日
本
館
訳
語」
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る 。

従
っ
て 、

現
存
本
「
日
本
館
訳
語」
(
ロ
ン
ド
ン
本
「
日
本
訳
語」
も
含
め

て)
は 、

種
々
の
点
か
ら
考
え
て 、

弘
治
五
年
か
ら
嘉
靖
二
十
八
年
ま
で
の

間
の
成
立
と
な
り 、

一
般
的
に 、

丙
種
本
「
華
夷
訳
語」
(「
日
本
館
訳
語」

も
含
め
て)

は 、

こ
の
間
の
成
立
と
結
論
さ
れ
る 。

弘
治
五
年
(
一
四
九
二)
か
ら
嘉
靖
二
十
八
年
(
一
五
四
九)

ま
で
は
五

十
余
年 、

そ
れ
程
長
い
期
間
と
は
思
わ
な
い
が、

も
っ
と
短
か
い
期
間
を
期

待
さ
れ
る
人
に
は 、

臆
説
の
域
を
出
な
い
が、

嘉
靖
十
年
(
一
五
三

ご
か

ら
官官
靖
二
十
五
年

二
五
四
六)

ま
で
の
十
五
年
間
と
極
論
し
て
も 、

正
鵠

で

巴 @都 貼 都・足
[baJ (ndoJ (ndeJ __ . 6 _ _ 9 

("du， ndzuJ 

字
(ndzuJ 

どは?
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を
得
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
思
う 。

二 、
国
語
音
韻
資
料
と
し
て
の
価
値

A

い
わ
ゆ
る
中
国
資
料
の
中
の
「
日
本
館
訳
語」

当
時
の
他
の
中
国
資
料
は 、
海
防
警
の一
部
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
「
日

本
館
訳
語」
は 、
会
同
館
と
い
う

役
所
で
通
事
遂
の
養
成
の
た
め
に
作っ
た

テ
キ
ス
ト

で
あ
る
か
ら 、
時
に
は
誤
謬
と
認
め
ら
れ
る
語
句
も
採
録
さ
れ
て

は
い
る
が 、
全
般
と
し
て
は
信
頼
を
寄
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
り 、
し
か

も 、
日
本
の
あ
る
種
の
方
言
と
い
う
よ
り
は
共
通
語
を
収
載
し
た
様
に
思
わ

れ
る
の
で 、
一
般
的
に 、
当
時
の
国
語
音
韻
の
研
究
に
際
し
て
は 、
便
利
で

あ
る 。又 、

前
述
の「
策
彦
和
尚
再
渡
集」
の
記
録
で
も
明
ら
か
な
様
に 、
会
開
館

の
通
事
達
は 、
明
を
訪
れ
る
日
本
人
と
じ
か
に
接
触
し 、
嘉
靖
二
十
五
年
以

降
は
考
試
・

教
習
が
厳
重
と
な
っ
た
事
も
あ
っ
て 、
日
々
に
「
日
本
館
訳
語」

の
語
句
を
校
正
す
る
事
が
あ
っ
た
か
ら 、
他
の
資
料 、
す
な
わ
ち
海
防
書
の

一
部
の
「
寄
語」
が 、
採
集
さ
れ
た
僚
で
是
正
さ
れ
る
事
な
く 、
同
様
な
語

句
を
そ
の
僚 、
次
々
と
無
批
判
に
再
録
し
た
の
と
は
違っ
て 、
確
実
性
の
高

い 、
相
対
的
で
は
為
る
が 、
生
き
た
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
レ
る
と
考
え
ら
れ

る 。そ
し
て
更
に 、
音
注
漢
字
は 、
当
時
の
公
用
語
と
し
て{国
務
方
言
に
拠っ

て
い
た
事
は 、
前
述
の
音
注
漢
字
の一
覧
で
も
解
る
通
り
で
あ
っ
て 、
例
え

ば
蟹
摂
皆
韻
の
類
は 、
呉
方
言
で
は
〔・
乙
で
あ
る
の
に 、
官
話
方
言
で
は

〔・ω乙
で
あ
る
か
ら 、
「
日
本
館
訳
語」
以
外
の
中
国
資
料
で
は 、
「
あ」
段

の
国
語
音
(
節)
に
音
注
す
る
漢
字
を 、
呉
方
言
に
基
づ
い
た
為
に 、
主
と

し
て
蟹
摂
皆
韻
の
類
に
し
た
の
に
対
し
て 、
「
日
本
館
訳
語」
で
は 、
全
く

こ
の
類
の
音
注
漢
字
を
用
い
ず 、
果
摂 、
成・
山
摂
入
声
等
の
字
を
用
い
て

い
る
の
は 、
そ
の
顕
著
な
も
の
で
あ
る 。

今
日 、
明
時
代
の
呉
方
言
が
ど
ん
な
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て 、
あ
ま
り

研

究
が
進
ん
で
い
な
い
為 、
当
時
の
呉
方
言
に
基
づ
く
資
料
が
沢
山
あ
っ
た
と

し
て
も 、
正
確
に
当
時
の
音
に
復
原
出
来
な
い
の
に
対
し
て 、
{自
認
方
言
で

は 、
一
中
原
音
韻」
(
こ
れ
は
勿
論 、
元
の
周
徳
清
の
編
で
あ
る
が)
以
来 、

続
々
4
韻
書
が
出
現
し
て
い
る
か
ら
し
て 、
当
時
の
音
に
復
原
が
可
能
で
あ

り 、
「
日
本
館
訳
語」
の
成
立
当
時
の
頃
の
音
注
漢
字
の
読
み
方
に 、
極
め

て
近
く
今
日
で
も
読
む
事
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る 。

従っ
て 、
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら 、
他
の
中
国
資
料
と
比
較
し
て一
段
と
確

実
性
の
高
い
国
語
音
韻
研
究
の
資
料
とき一口
う

事
が
出
来
る 。

B

こ
の
警
か
ら
推
定
出
来
る
当
時
の
国
語
音
声

こ
の章一回
に
採
録
さ
れ
た
語
句
の
国
語品目
(
節)
と 、
そ
れ
に
対
応
す
る
音

注
漢
字
と
か
ら 、
当
時
の
国
語
音
声
に
つ
い
て 、
い
さ
さ
か
発
言
す
る
事
が

可
能
で
あ
る 。
す
な
わ
ち、
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「
た」
行
音
の
「
ち」 、
「
つ」
の
子
音
が
〔円〕
か
ら
〔仲田〕
へ
変
移
す

る
過
渡
期
に
あ
る
こ
lr 。

b
「
は」
行
子
音
は 、
〔司〕
が
標
準
で 、
〔r〕
も
ま
れ
に
あ
る
ら
し
い

こ
と 。

C

5
笠白-
m一戸
母
の
鼻
音
が 、
い
わ
ゆ
る
濁
音
の
凡
て
に一
応 、
存
在

し
て
い
る
こ
と 。

ι

四
つ
仮
名 、
「
お」
夜
長
音
の
開
合
の
区
別
が 、

司令
こ
と 。

a 

二
応
は
認
め
ら
れ



が
そ
れ
ら
で
あ
っ
て 、

以
上
は

、

結
果
だ
け
を
羅
列
し
た
の
で
あ
る
か
ら 、

な
お
異
論
も
あ
る
か
と
思
う
が 、

精
し
く
は
後
日
を
期
し
た
い
と
思
う 。

「日本舘訳語」 の成立

註
1

石
団
幹
之
助
「
女
真
語
研
究
の
新
資
料
」
(
「
桑
原
博
士
還
暦
記
念

東
洋
史
論
叢」
昭和五
年
所
載) 、「所
調
丙種
本
『華
夷訳
語』
の『穏

砲
館
訳
語』」(「北亜
細亜
学報」
第二
輯 、
昭和
十八
年二
月)
を
参

照 。
なお 、
石田
博
士は 、
(了)
と
は述べ
てお
ら
れ
ないが 、(
甲)

(乙)
(丙)
の三
種
以
外の一
種だか
ら(了)
と
する 。
ワル
タ1・

フッ
クス
原
著 、
鴛
淵一
・

村
上嘉
実共訳
「新
『華
夷訳語』
に
就

い
て」
(「史林」
第十七
巻
第二
号 、
昭和
七
年七
月)
を
多照 。

註2
石田
幹
之助 、
間
前 。
浜田
教
「国語を記
載せ
る
明代支
那
文

献」(「国語
国文」
第十巻
第七
号 、
昭和
十五
年七
月)
を
参照 。

註3
水戸
彰
考
館
本は 、
昭
和
二
十年の
戦
災で 、
阿
波
国文
庫
本

は 、
昭和二
十五
年の
徳
島県立
図
書館の
火
災で
焼失 。

註4
「遠
東
博古
院観
書記」
(一
典
籍別記」
昭和二
十二
年
所
載)

を
参照 。

註
5

山
崎
忠
「
撃
夷
訳
語
研
究
小
史
」

(
一
)
(
二
)

完

(
「
朝
鮮
学
会

会報」
第十四・
十五
号) 、
「我が
国に
於げ
る
牽
夷訳
語研
究
史」

(「朝
鮮
学報」
第五
号 、
昭和二
十八
年十
月) 、一 t我が
国に
於ける

華
夷
訳
語研
究史
補
遺」
(「朝
鮮
学報」
第六
号 、
昭和二
十
九
年八

月) 、

回
坂
興
道
「
『
四
回
館
訳
語
』

語
釈
(

こ
」
(
「
東
洋
学
報
」

第
三

十
巻
第一
号 、
昭和
十八
年二
月) 、
「『四回館訳語語
釈』
補正」 、

「長
近に
於ける四
夷
館
及び
華
夷訳
語の
研
究」(「東洋
学報」
第三

十三
巻
第三・
四
号 、
昭
和二
十六
年十
月)
を
参照 。

註
6

F

〉
己Ho
gm
g
己祖

国
何
回り
何
Ou

)内HH

Z
O
U
H
UH
N・

石
団
幹
之
助 、

同
前
を
参
照

。

註7
浜田
教 、
間前を
多照 。

註
B

Z

冨
官
官
gw
切
何
司
何
OW

M
ロ

Z
C
H・
-
UH
N

を
参
照

。

註
9

浅
井
恵
倫
「
日
本
訳
語
」
(
「
安
藤
教
綬
還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集
」

昭和
十五
年
所
載)
を
参照 。

註叩
「筆夷訳
語お
よ
び
日
本館
訳
語
につ
いて」
(「駒沢
大
学研
究

紀
要」
第十八
号 、
昭和三
十五
年三
月)
を
参照 。

註
日

「
『
日
本
館
訳
語
』

を
紹
介
す
」
(
「
方
言
」

第
二
巻
第
九
号 、

昭
和

七
年
九
月 、
「
南
島
方
言
史
孜
」

昭
和
九
年
所
載)

を
参
照

。

註
ロ

石
田
幹
之
助 、

同
前
を
参
照

Q

註
日

司
HU
巳一Fc
y
』

〉
]
E
=
2自
由D
D門
戸
UH
品

に
、

〈
ロ
ロ命
ヨめ
括
B
E。

甘mm
』
c
b
ロ
ι
DH
〈命
日
仏
3
2
出
2
D
2
2

Jヘ白
口
問

ベロ
}H
3

2
牛 、
ロ
ロ命
口
0
2
2

己白口凹一命
冨5田口
}百
V
と
ある 。
しか
し 、
その
理
由は述べ
て
い

P、

、
。

ゅん
'u

註比
矢野
仁一
「北
京の
露国
公使館に
就い
て」(「芸
文」
第六
年

第九
号 、
大正
四
年十
月) 、
「支那
近
代外国
関係研
究」(昭和三

年)
を
彦照 。

註
日

7
ス
ペ
ロ
、

同
前
を
参
照

。

註日
「満刺
加訳
語」
の
奥書きに
は 、
「嘉靖二
十八
年十一
月日
通

事楊林
校正」
と
ある 。

註げ
秋
山謙
蔵
「明代に
於ける
支那人の
日

本語研究」
(「国語と

国
文
学」
第十
巻
第一
号 、
昭和八
年一
月)
を
参照 。

設
凶

浅
井
恵
倫 、

同
前
を
参
照 。

註
凶

7
ス
ベ
口
、

同
前

。

ω-

O
m
c
s
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回
忌25
0同
子巾
ω口「
8-
o『
01
3
E
g
EF
F
円o
E
S
FMZZ'

c
ge
〈O]
H〈
足
以i
SN∞(小倉
進平)
「『朝鮮
館
訳語』
語
釈」

(上)
(「東
洋
学報」
第二
十八
巻
第三
号 、
昭和
十六
年八
月) 、

「『朝
鮮
館
訳語』
語
釈」(下)
(「東
洋
学報」
第二
十八
巻第四
号 、

昭
和十
六
年
十二
月)
を
容照 。

註却
浅
井
恵倫 、
同前
を多照 。

註幻
浜回
数 、
同
前
を多照 。

註辺
牧田
諦
亮
「策
彦入
明記の
研
究・
上」(昭
和三
十
年)
の
本文

を
引用
する 。

一定お
司lルy
ソ
l 、

同前で
は 、
十
ヶ
国語だ
け
のもの
を
丙種
本

とは
違っ
た一
系列とし
よ
うとし
てい
る 。

註μ
「九
州
の
方言」
(「国語科
学講座」
所
収 、
昭和八
年)
を
容

照 。
註一ぬ
静
嘉堂
文
庫
本で
は 、
「花木
門」
の
四
「米」
の
項が
欠けて

い
る
ので 、
或い
は
「阿
波
国
文庫
本
系」
といっ
た
方が
よいか
も

知れ
ない
が 、
阿
波
国
文
庫
本は
焼失して
写真
版
(
京都
大学
蔵)

で
し
か
見ら
れない
ので 、
こ
れ
に
従う 。

註お
石田
幹
之助 、
同前
を多照 。

註幻
例えば
「満刺加
館訳語」
につ
いては 、
その語
集が 、
浅
井

恵
倫 、
同
前 、
泉
井久
之助
「何《也君曲三m
HW・
り・
出口ι
切}俗間母口
の

0・
〉
のrF
Z月
〈R白rz-mq
o『
の
EE
go円仏国
吉仏
SMgm布団・

回三]25
0同門町。
ω凸}MOO一
口『
01
2HZ-
ω円ロι吊F
FDロιoロ同口凹22・

toロ
〈O一
×
Hu
g-(新刊
紹介
こ
(「言語研
究」
第五
号 、
昭
和

十五
年五
月)
では 、
7-7ッ
カ"
7
ラ
イ
語に一
致す
るよ
りは 、

チャ
ム
語
(占
城語)
の一
一艇に一
致する
と
述べ
て
お
ら
れる 。

註却
各
項の音
注漢
字は 、
使用頒
度数の
最も
多い
もので
あっ
て 、

同数が二
つ
以
上ある
場合には 、
左
側に
(
)
に
入れて
示し
て

ある 。
右
下
隅の数
字は
使用
頻
度数で 、
特に
必
要と
恩われ
る
も

のに
誌し
た
わけで
ある 。
Oの
中の品目
注漢
字は 、
音価
を
推定す

る
のに
多
考にな
る
音
注漢
字で
あり 、
左
上
問。
のは
その音
注漢

字では 、
批りが
ある事
を一不す 。
なお 、
推
定血目価は 、
単にこ
こ

に
掲
げた
音
注漢
字か
らばか
りで
は
な
く 、
他の
使用漢
字か
ら
も

考え
合わせて
決定した
もので 、
こ
れ
だ
りで
は
奇
異の
感じ
を受

げ
るか
も
知れないが 、
止む
を
得ない 。

||聖和
学園
短
期
大学助教授
ーーー
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